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UL、cUL認定

RCMマーク適合
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●新制御アルゴリズム
 「RSS (ランプ・ソーク・スタビライザー)」搭載

プロコン専用の新型制御アルゴリズムを開発。

ランプ制御開始時の追従性向上と、ソーク制御移行時のオーバーシュート抑制を同時に行い、

プログラム制御性が一段と向上しました。

高輝度LEDバックライトによる鮮明な表示器を搭載。

必要な状態表示等も1画面で表示できます。

キャラクタ表示も全て11セグメントで解りやすい

表示が可能です。

タイムシグナル/
デジタル出力表示

プログラムパターン/出力バーグラフ表示

プログラム/セグメント
残り時間表示

（時間 : 分／分 : 秒）

実行パターン/
セグメント表示

実行中勾配表示

設定値

測定値

ランプ領域 ソーク領域

追従性を良くする

オーバーシュートを抑制する

高性能制御

鮮明表示 一目瞭然

PF900

Program
Control

EVOLUTION

●Max.3点のプログラムパターンが出力可能

＜システム構成例＞

（出力プログラム機能）

●0.05秒の高速サンプリング
　「0.05秒 高速応答制御型」/「0.1秒 標準」/「0.25秒 高分解能制御型」切換式

●ダイレクトモード切換キー搭載

最大3点のアナログ出力を利用し3種類の電動バルブ等のプログラム操作が可能。

多数のプロセス量を連動させた複雑なプログラム制御をコントローラ1台で構築可能です。

高速に変化するプロセス量の制御（高速制御仕様）から、安定性を追求した制御（高分解能制御仕様）まで対応できます。

ご使用の制御系に最適な制御仕様に切り換えて使用できます。

主要な項目のモード切換がダイレクトに可能。

キー操作タイプは

・1回押確定

・2回押確定

・2秒長押確定

・キー操作無効

から、各キー毎に

設定できます。

●DI最大11点、DO最大12点
DI（デジタル入力）は、WAIT解除と正動作/逆動作切換機能を

新たに追加。仕様による入出力点数の制限もなく、様々な

イベント操作をフルに発揮できます。

M

M

M

タイムシグナル出力

触媒

触媒・蒸気・温水の
可変ブレンドによる
反応処理装置コントロール

排気弁電動バルブ

蒸気

温水

タ
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す。

プロコンヘビーユーザのニーズに応えた

多彩な機能とユーティリティーを満載し、

進化したプログラム調節計がついに登場。
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高輝度白色表示仕様（PF901）

高高性性能能制制御御

Control EVOLUTION

Display EVOLUTION
表 示

制 御

表表

制制
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セグメント毎に各出力量と時間を設定可能

時間

アナログ出力
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高性能プログラム調節計
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入　　　力
入力の種類

サンプリング周期
信号源抵抗の影響
許容入力導線の影響
入力断線時の動作

デジタルフィルタ
PVバイアス
PVレシオ
開平演算機能

a) 温度・電流・低電圧入力グループ
　　　・熱電対入力
　　　　　K, J, E, T, R, S, B, N, PLII, W5Re/W26Re, U, L, PR40-20
　　　・測温抵抗体入力
　　　　　Pt100, JPt100 (3線式)
　　　・直流電圧入力　（入力インピーダンス　1MΩ以上）
　　　　　DC 0～1V, DC 0～100mV, DC 0～10mV
　　　　　DC －100～＋100mV, DC －10～＋10mV, DC －1～＋1V
　b) 高電圧入力グループ
　　　・直流電圧入力　（入力インピーダンス　1MΩ）
　　　　　DC 0～5V, DC1～5V, DC0～10V, DC－5～＋5V, DC－10～＋10V
　c) 電流入力グループ
　　　・直流電流入力　（入力インピーダンス　50Ω）
　　　　　DC 4～20mA, DC 0～20mA　
　＊ユニバーサル入力（グループの切換は側面のディップスイッチ切換が必要）　　
0.1秒（0.05秒／0.25秒に切換可能）
0.2μV/Ω（熱電対入力) 
スパンの約0.01%(測温抵抗体入力）　※ただし１線あたり最大10Ω以内 
a)　熱電対入力：　アップスケール/ダウンスケール　*切換可能
b)　測温抵抗体入力：　アップスケール
c)　高電圧入力：　ダウンスケール（０付近表示）
d)　低電圧入力：　アップスケール／ダウンスケール切り換え可能
e)　電流入力：　ダウンスケール（0付近の値を指示）
0.1～100.0秒で設定可能（０秒でＯＦＦ）
±入力レンジスパン
0.001～9.999
演算式：　PV＝　√（入力値）×PVレシオ＋PVバイアス
ローレベルカットオフ：　0.00～25.00% of スパン

a)　ブリリアントⅡPＩＤ制御　＊正動作/逆動作切換可能
b)　ブリリアントⅡPＩＤ制御加熱冷却制御（空冷/水冷/冷却ゲインリニアタイプ）
c)　ブリリアントⅡPＩＤ位置比例制御　＊正動作/逆動作切換可能
　* a)～c)切換可能
a) PID動作（正／逆動作）または位置比例動作用オートチュ－ニング
b) 加熱冷却動作（空冷/水冷/冷却ゲインリニアタイプ）用オートチュ－ニング
ＲＥＳＥＴ時に、プログラムソーク領域を検索し、セグメント順にＡＴを行う機能
*ランプセグメント実行/非実行選択可能
a) 比例帯　：0/0.0/0.00～入力スパン（℃）（温度入力）
　　　　　　　　　　入力スパンの0.0～1000.0%（電圧・電流入力）
　　　　　　　　　　　* 0設定時は二位置動作
b) 積分時間　：0/0.0～3600/3600.0秒　*0設定で積分動作OFF
c) 微分時間　：0/0.0～3600/3600.0秒　*0設定で微分動作OFF
d) 冷却側比例帯　：1(0.1, 0.01)～入力スパン（℃）（温度入力）
　　　　　　　　　　　　　　　　 入力スパンの0.1～1000.0%（電圧・電流入力）　
e) 冷却側積分時間　：0/0.0～3600/3600.0秒　*0設定で積分動作OFF
f) 冷却側微分時間　：0/0.0～3600/3600.0秒　*0設定で微分動作OFF
g) オーバーラップ/デッドバンド　：－スパン～＋スパン（℃）（温度入力）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－100～＋100% of スパン（電圧・電流入力）　
h) 制御応答パラメータ　：Slow, Medium, Fast
i)　二位置動作時の動作すきま　：温度入力 ：０(0.0/0.00)～100(100.0/100.00)（℃）
   　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 電圧・電流入力 ：0.0～100.0％ of スパン
j) 出力リミッタ　：－5.0～+105.0％　＊上下限、加熱側/冷却側個別設定可能
k) 比例周期　：0.1～100.0秒（最低ON/OFF時間0～1000ms設定可能）
l) 冷却側比例周期　：0.1～100.0秒（最低ON/OFF時間0～1000ms設定可能）
m) マニュアルリセット　：－100.0～＋100.0%
n) リセット時の出力　：－5.0～105.0%　＊加熱側/冷却側個別設定可能
o) オーバーラップ/デッドバンド基準点：0.0～1.0 　＊0.0 で加熱基準
p) 冷却アンダーシュート抑制係数（USS） ： 0.000～1.000
q) ランプソークスタビライザー（ＲＳＳ）　：0.0～1.0　*0.0設定で機能OFF
a) レベル数 ： ８レベル（ＰＩＤグループ1～８）
b）レベル設定範囲 ： 入力レンジ下限値～入力レンジ上限値　＊レベル設定1～7にて設定　

制　　　御
制御方式

オートチューニング

学習型
オートチューニング

設定範囲

レベルPID

a)熱電対入力
　　タイプ K, J, T, E, PLII, U, L  （注1）
　　 －100℃未満：　±1.0℃
　　 －100～＋500℃：　±0.5℃
　　 500℃以上：　±(表示値の0.1%)
　　タイプ N, S, R, W5Re/W26Re  （注2）
　　 0℃未満：　±2.0℃
　　 0～1000℃：　±1.0℃
　　 1000℃以上：　±(表示値の0.1%)
　　タイプ PR40-20  （注2）
　　 400℃未満：　±20℃
　　 400～1000℃未満　±10℃
　　 1000℃以上：　±(表示値の0.1%)
　　タイプ B  （注2）
　　 400℃未満：　±70.0℃
　　 400～1000℃未満　±1.4℃
　　 1000℃以上：　±(表示値の0.1%)
b)測温抵抗体入力
　　  200℃未満：　±0.2℃
　　  200℃以上：　±(表示値の0.1%)
c)直流電圧・電流入力
　　　±(スパンの0.1%)
±1.0℃（周囲温度 5～40℃)
　*周囲温度－10～＋55℃にて±1.5℃以内

（注1）－100℃未満は精度保証外
（注2）Ｒ，Ｓ，W5Re/W26Re，Ｂ，PR40-20入力の４００℃未満は精度保証外

性　　　能
測定精度

冷接点温度補償誤差

5～1000秒
OFFおよびコントロールモータ時間の0.1～200.0%（0.0設定でOFF）
※開度帰還抵抗入力がある場合は無効
0.1～20.0%
中立帯の1/2固定
a) Close：OFF,　Open：OFF／　b) Close：ON,　Open：OFF／　c) Close：OFF,　OPEN：ON  
　* a)～c)　選択可能
※開度帰還抵抗入力なし､または　開度帰還抵抗入力断線時の動作選択

位置比例制御
コントロールモータ時間

RESET時の弁動作

中立帯

動作すきま

積算出力リミッタ

±0.01％ of Reading または 入力サンプリング時間の大きい方
最大99パターン（可変）
最大1024セグメント
　※但し、１パターンあたりの最大セグメント数は99セグメント以内
　＊ホールド、ステップ、早送り/巻き戻し機能付
0時間0分～500時間00分 または 0分0秒～500分00秒
1～9999回　
　※ １設定でセグメントのリピート無効
1～10000回　
　※10000設定で無限回実行
0～99パターン ※0設定でパターンリンクなし
0時間00分～500時間00分 または　0分00秒～500分00秒
　※0設定でON継続
0～16　
　※0設定で割付なし
0～（128÷最大セグメント数） 
　※0設定で割付なし
　※最大セグメント数・・・パターン数×セグメント数の設定におけるセグメント数
a)　任意の設定値（リセット時のＳＶ値）からスタート
b)　測定入力値からスタート（時間固定）
c)　測定入力値からスタート（時間短縮）
d)　測定入力値とパターンの交点を検索し、そこまで時間を進めてスタート（開始時、HOLD 状態）
e)　測定入力値とパターンの交点を検索し、そこまで時間を進めてスタート（開始時、RUN 状態）
ウエイト条件メモリ番号 ： 0～8
　※0設定でウエイトなし
＊ウエイトゾーン判定による解除、接点入力（トリガ）による解除、
　タイムアウトによる解除を選択可能
a)　ウエイトゾーン上側
　①温度入力 ： 0～200℃、0.0～200.0℃、または、0.00～200.00℃
　②電圧電流入力 ： 0.0～20.0％ of 入力スパン
　　※ 0設定でウエイト機能OFF
b)　ウエイトゾーン下側
　①温度入力 ： －200～0℃、－200.0～0.0℃、または、－199.99～0.00℃
　②電圧電流入力 ： －20.0～0.0％ of 入力スパン
　　※ 0設定でウエイト機能OFF
c)　ウエイトタイムアウト（設定時間経過すると無条件に時間再開）
　0時間0分～500時間00分、または0分0秒～500分00秒
　　※ 0設定で機能OFF
*パターンリピート，パターンリンク，トータルパターンのリンク時に0.5秒間ON
＊割付にてDO を選択可能 
　※ON/OFF動作選択可能
　※パターンエンド時の制御出力/イベント/伝送出力それぞれの
　　　　"動作OFF/継続"状態および、位置比例制御時の開/閉出力動作選択可能
a) タイムシグナル
　①点数 ： 8 点（TS1～TS8）
　②出力先 ： 最大12 点（リレー出力4 点含む）、DO・OUT2,3 割付で指定
　③タイムシグナルメモリグループ番号　：16グループ
　④メモリ記憶数 ： １６グループ×１６メモリ
　⑤開始セグメント ： 1～セグメント数（セグメント数最大値＝９９）
　⑥開始時間 ： 0時間0分～500時間00分 または、0分0秒～500分00秒
　⑦終了セグメント ： 1～セグメント数（セグメント数最大値＝９９）
　　（但し、開始セグメント≦終了セグメント）
　⑧終了時間 ： 0時間0分～500時間00分 または、0分0秒～500分00秒
b) セグメントシグナル
　セグメント毎に、ＴＳ１～ＴＳ８、個別にON/OFFを設定可能
＊セグメント毎に固定値を出力する機能
　　OUT1～3 の機能選択を出力プログラムに割り付けることにより有効
a)　出力プログラムパターン数 ：1～（128÷最大セグメント数）
　※最大セグメント数・・・パターン数×セグメント数の設定におけるセグメント数（最大99）
ｂ)　設定項目:　出力プログラム値１～3 ： 各－5.0～＋105.0％（独立設定）
パターン/セグメントコピー機能、タグ名称設定機能（パターン毎）、
データクリア（初期設定）機能、パターン/セグメント残り時間表示機能

プログラム制御
時間精度

セグメント記憶数

セグメントタイム
セグメントリピート
実行回数
パターンリピート
実行回数
リンクパターン番号

タイムシグナル
メモリグループ番号
出力プログラム
パターン番号選択

プログラム開始動作

プログラム開始時の
ウエイト条件選択

ウエイト機能

出力プログラム機能

その他機能

パターンエンド出力機能

タイムシグナル出力機能

パターンエンド出力時間

プログラム記憶数

a)　メモリグループ番号：　0～8（0設定でレベルPID機能が有効）
b)　設定項目：　比例帯、積分時間、微分時間、制御応答パラメータ、
　　　　　　　　　　　　　冷却側比例帯、冷却側積分時間、冷却側微分時間、
　　　　　　　　　　　　　デッドバンド/オーバーラップ、中立帯、マニュアルリセット、
　　　　　　　　　　　　　出力リミッタ上限および下限、冷却側出力リミッタ
　　　　　　　　　　　　　上限および下限、二位置動作すきま上限および下限、
　　　　　　　　　　　　　ＬＢＡ時間、LＢＡデッドバンド
a)　メモリグループ番号：　0～8（0設定でイベントOFF）
b)　設定項目：　イベント1～4設定値
a)　メモリグループ番号：　0～8（0設定でウェイトOFF）
b)　設定項目：　ウエイトゾーン上側設定値、ウエイトゾーン下側設定値、
　　　　　　　　　　　　　ウエイト解除トリガ選択、ウエイトタイムアウト設定値
a)　メモリグループ番号：　0～16（0設定でタイムシグナルOFF）
b)　メモリ番号 ： 1～16 （1グループに16個の設定が可能）
c)　設定項目：　タイムシグナル出力先、開始セグメント番号、
　　　　　　　　　　　　　タイムシグナル開始時間、終了セグメント番号、
　　　　　　　　　　　　　タイムシグナル終了時間
a)　パターン番号 ： 1～(128÷セグメント最大値) ※但し最大９９まで
b)　セグメント番号 ： 1～セグメント最大値
c)　設定項目：　出力プログラム値1～3

メモリグループ
PIDメモリ

イベントメモリ

ウェイトメモリ

タイムシグナルメモリ

出力プログラムパターン

運転モード

モード切換時の動作

モード切換
リセットモード（RESET)／プログラム制御モード（RUN）／定値制御モード（FIX）／マニュアル制御モード（MAN）

切
換
前

リセット
モード

リセットモード

プログラム制御
モード

プログラム制御モード

定値制御
モード

定値制御モード

マニュアル制御
モード

マニュアル出力設定値にバンプレスして
制御継続

リセット時の
制御出力を

出力
プログラム制御時の
SVで動作継続(*)

(*)プログラム状態は、リセットしない限り保持され、プログラム制御モードとなった場合、保持されている状態からスタートします。
(*)バンプレス動作の時でも、変更したモードの制御動作がP・PD動作および二位置動作時は出力がバンプします。

制御演算結果から動作開始
リセット時の制御出力を

マニュアル設定値として動作開始

定値制御モードの
最終出力を

マニュアル出力設定値として
動作継続

定値制御時の
SVで動作継続

プログラム制御モードの
最終出力を

マニュアル出力設定値として
動作継続

マニュアル制御モード

切換後

入 力 プログラム制御

仕     様

＊開始と終了のセグメント、
　時間を設定するタイムシグ
　ナルと、セグメント毎に
　ON/OFF を管理する
　セグメントシグナルの
　いずれか選択可能。

　＊開度帰還抵抗入力なしでも位置比例制御は使用可能です
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D
G
A
W
Z
C

PF900
PF901

K42

K35

K09

K41

K02
K06

T06
T13
T16

J15

T19

K23

J29

J16
J27

S04
S06
S07
R05
R07
R08

E08
E17
E20

E06

B03
B04

F01
F02

N02
N05
A02
A05
A06
W03
W04
W06
U04
U08
L04
L05

101
201
301
401
501
601
901
902
903
904
905

701
801

D34
D35
D36

D21
D25

P29
P30
P31

P10
P21
P26

CTL-6-P-N

CTL-6-P-N

CTL-12-S56-10L-N

CTL-12-S56-10L-N

14.5
25

21
10

約130

M3深さ4

40

30 40

7.
5

30

15

約100
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

コード DI1 　　　　　　　DI2 　　　　　　　DI3 　　　　　　　DI4 　　　　　　　DI5 　　　　　　　DI6　　　　　　　 DI7 　　　　　　　DI8 　　　　　　　DI9　　　　　　　 DI10 　　　　　　　DI11

0

1

2

3

4

パターンＮｏ．切換 パターンNo.SET

パターンNo.SET

パターンNo.SETパターンＮｏ．切換 

WAIT解除 WAIT解除 WAIT解除 WAIT解除 WAIT解除 WAIT解除

WAIT解除 WAIT解除 WAIT解除 WAIT解除 WAIT解除 WAIT解除

WAIT解除 WAIT解除 WAIT解除 WAIT解除 WAIT解除 WAIT解除

パターンＮｏ．切換 

正動作/逆動作切換

パターンＮｏ．切換 

パターンＮｏ．切換 

パターンＮｏ．切換 

RESET

RESET

RUN

RUN HOLDSTEP

STEP

RESET RUN HOLDSTEP

イニシャルセットコード

デジタル入力割付

デジタル出力１
（DO1）割付

デジタル出力2
（DO2）割付

デジタル出力3
（DO3）割付

デジタル出力4
（DO4）割付

参照

参照

CT 1、2 ともに 未使用
CT 1：CTL-6-P-N　　  CT 2：未使用　
CT 1：CTL-12-S56-10L-N　　  CT 2：未使用
CT 1、2 ともに CTL-6-P-N
CT 1、2 ともに CTL-12-S56-10L-N

通信 １ なし
RKC標準プロトコル (ANSI X3.28)
MODBUSプロトコル

通信機能 １

＊通信機能 2はコントローラ間通信専用になります。

●オプションのデジタル出力5（DO5）～デジタル出力12（DO12）についても、同様に本機の
　　パラメータ設定にてDOの種類の設定が可能です。

ＣＴの種類

□

□

□

□

□

N
P
S
T
U

N
1
2

仕　　　様

デジタル入力割付表

DO種類コード表

参照DO種類コード表

参照DO種類コード表

参照DO種類コード表

イニシャルセットコード表

コードDO種類

イニシャルセットコードを指定しない場合は、DO1：上限偏差警報、DO2：待機付き下限偏差警報、
DO3：タイムシグナル1、DO4：パターンエンド　で工場出荷されます。

DO種類コード表

デジタル入力割付表

①

①

②

②

③

③

④

④

⑤

⑤

⑥

⑥

⑦

⑦

●型式指定例

型式コード PF900-8N5-□*4NW2-FF01 イニシャルセットコード 2-A956-N2

出荷時設定の指定：入力、イニシャル設定あり

出力1（加熱側）：　4～20mA　コード→8

電源電圧

CT・開度帰還入力　なし

*DI7～11は標準装備

コード→2

出力2（冷却側）：　なし　コード→N

出力3（伝送出力）：　DC0～10V　コード→5

デジタル出力：　DO4点　DO 1～4 (リレー接点)  *標準装備　コード→4

デジタル入力割付：　WAIT解除, パターンNo.切換, パターンNo.SET　コード：2

DO4機能割付： タイムシグナル2　　コード→6 　

CTの種類： なし　コード→N　

通信1プロトコル：　MODBUS　　コード→2

DO3機能割付： タイムシグナル1　　コード→5 　

DO1機能割付： 上限偏差警報　　コード→A 

DO2機能割付： パターンエンド　　コード→9

通信機能・デジタル入力：　通信１：RS-232C, 通信２：ｺﾝﾄﾛｰﾗ間通信、デジタル入力(DI1～6)：６点　コード→W

コード→N

制御動作種類：　ＡＴ付ＰＩＤ動作（逆動作）　コード→F

入力・レンジ種類：　PR20-40 0.0～1800.0℃　　コード→F01

制御：　加熱制御（出力：4～20mA）

入力：　PR40-20熱電対　Max.1800℃　0.1℃分解能
（イニシャルセットコードも指定する場合）

デジタル出力：　リレー接点出力4点

デジタル出力1（DO1）：上限偏差警報、　デジタル出力2（DO2）：パターンエンド
デジタル出力3（DO3）：タイムシグナル1、　デジタル出力4（DO4）：タイムシグナル2

仕様設定例

参考

参考

参考

参考

参考

伝送出力：　1点（DC 0～10V）

デジタル入力：　WAIT解除＋パターンNo.切換（パターンNo.SET付）

通信：　RS-232C（MODBUS）＋コントローラ間通信

機能なし
上限偏差
下限偏差
上下限偏差（上下限共通設定）
範囲内（上下限共通設定）
待機付き上限偏差
待機付き下限偏差
待機付き上下限偏差（上下限共通設定）
上限入力値
下限入力値
待機付き上限入力値
待機付き下限入力値
ヒータ断線警報１（ＨＢＡ１）
ヒータ断線警報２（ＨＢＡ２）
制御ループ断線警報（ＬＢＡ）
ＦＡＩＬ
ＦＢＲ入力断線警報
範囲内（上下限独立設定）
上限設定値
下限設定値
上下限偏差（上下限独立設定）
待機付き上下限偏差（上下限独立設定）
上限MV値
下限MV値
上限冷却MV値
下限冷却MV値
タイムシグナル１
タイムシグナル２
タイムシグナル３
タイムシグナル４
パターンエンド出力

N
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｐ
Q
R
Ｓ
T
Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
1
2
3
4
5
6
7
8
9
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